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「理想の教師」に関する測定指標作成の試み
―教員と高校生との比較―

小浜 駿（宇都宮共和大学）
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問題と目的

理想的な教員とはどのようなものか，古今研究が

され続けている。古くは三隅の P-M 型リーダーシッ

プによる検討が行われているが（三隅ら, 1977），い

まだに理想的な教員の在り方について研究が続けら

れている。40 年以上にもわたって理想的な教員像に

関する結論が出ないのは，教員自身の理想と生徒が

求める理想とがずれが原因であると仮定し，高校生

と教員との双方に理想的な教員について尋ねること

とした。また，学校に対して期待する内容も検討し

た。

調査対象・時期・手続き

生徒調査は，2017 年 11 月，2018 年 3 月，2019 年

3 月に関東圏内の高校 2 年生 183 名を対象として自

記入式・集合形式の質問紙調査が実施された。教員

調査は，2018 年 8 月に同様の手続きで 94 名を対象

に行われた。

調査内容

「理想の教師」の特徴 理想的な教員が有している

特徴を測定するため，32 項目の独自尺度を作成した。

項目の作成にあたり，中井・庄司(2006)における「生

徒の教師に対する信頼感尺度（以下 STT 尺度とす

る）」および吉田(2016)における「Participants’ Belief in 
Teachers’ quality」を参考とした。STT 尺度には「不

信感」の側面があったが，理想の教師の特徴として

適切な表現となるよう，意味を逆にして参考とした。

２つの尺度で重複する内容と判断された項目や教員

の特徴を表していない項目を除き，１つの尺度とし

て統一感のある表現となるように修正を行った。

学校のイメージ 学校のイメージや，学校に対して期

待する内容について測定するため，30 項目の独自尺

度を作成した。尺度の作成にあたり，佐々木(2015)
および吉田(2016)における「Participants’ Belief in 
Education」を参考とした。佐々木(2015)では有用な

ことわざから教育観を測定していたことから，こと

わざが意味する内容を基に筆者が質問項目を作成し

た。内容が重複した項目や，ことわざの持つ意味を

正確に項目化できないと判断された項目を除き，「学

校とは～～場所である」という表現に統一した。ま

た，学校に嫌々通っているといった消極的な態度を

測定するため，独自に項目を追加した。 
結果と考察

尺度構成 理想の教師の特徴と学校のイメージとの

それぞれに対して探索的因子分析を行った。平行分

析および VSS によって推奨される因子数について

検討したところ，どちらも３因子解が推奨された。

３因子指定，最小二乗法，promax 回転で分析を行い，

単純構造が得られるまで項目を削除した。

理想の教師の特徴は，第１因子が「生徒が面白い

と感じる授業をすることができる」「生徒の将来や進

路に関して相談に乗る」といった項目が負荷したた

め，「対人・授業実施能力」と命名した。第２因子は

「正義感が感じられる」「誠実である」といった項目

が負荷したため，「誠実さ」と命名した。第３因子は

「常に生徒の味方をする」といった項目が負荷した

ため，「生徒優先」と命名した。

学校へのイメージは第１因子が「自分を向上させ

る場所である」「個性を伸ばす場所である」といった

項目が負荷したため，「成長・向上」と命名した。第

２因子は「やりたくないこともできるようにするた

めの場所である」といった項目が負荷したため，「自

己抑圧」と命名した。第３因子は「なんとなく行く

場所である」といった項目が負荷したため，「受動性」

と命名した。

得点差の検討 各因子に負荷した項目の算術平均を

尺度得点とし，高校生と教員との平均差を t 検定に

よって比較した。分析の結果，理想の教師における

「対人・授業実施能力」と「生徒優先」に差が見ら

れ，高校生は教員よりも，対人能力が高くて生徒を

優先する教師を理想の存在として求めていた。学校

へのイメージにおける「自己抑圧」「受動性」にも差

が見られ，高校生は教員よりも学校では自己を抑圧

しなければならず，なんとなく行く場所であると感

じていた。
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行動の選好と先延ばし行動との関連

○安達未来（大阪電気通信大学） 安達啓介＃（神戸学院大学）
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目 的

本研究の目的は，能動的先延ばし行動をとりや

すい人の特徴を，行動の選好から明らかにするこ

とである。先延ばし行動とは，取り組むべき課題

を後回しにしたり先送りにしたりする行動 (Lay, 
1986)を指す。自己制御の失敗の一つとも捉えられ

(Tice & Baumeister,1997)，不適応とも関連する(Lay 
& Burns,1991; Lay & Schouwenburg, 1993)。

一方で，先延ばし行動の適応的な側面も指摘さ

れ(小浜,2012)，能動的な先延ばし行動尺度も開発

されている(吉田,2017)。本研究では，社会人を対

象に能動的先延ばし行動の下位因子を明らかにし，

行動の選好との関連を明らかにする。さらに選好

と先延ばし行動が働き方にどのような影響を及ぼ

すのかを検討する。

方 法

調査時期：2019 年 1 月

調査対象者：株式会社ジャストシステム Fastask
のオンラインモニタのうち 20 歳以上の社会人

1085 名(男性 546 名，女性 539 名；平均年齢 44.94
歳)の回答を得た。

調査内容：General Procrastination Scale 日本語版 13
項目(林,2007)，能動的先延ばし行動尺度 27 項目

(吉田,2017)で先延ばし行動を測定した。次に行動

の選好として，簡単な or 難しい仕事から始めるか，

重要な or 重要でない仕事から始めるかを 2 択で

選択してもらった。さらに週労働時間，仕事満足

度，出来の満足度，精神的健康，仕事の速さ，取

り掛かりの速さへの回答を求めた。

結 果

能動的先延ばし行動尺度の因子分析を行った結

果，6 つの下位因子が抽出され，能動的先延ばし

を指す 3 つの行動が確認された。猶予型先延ばし

行動(α=.71;時間の有効活用のためやモチベーショ

ンのためにあえて先延ばす行動)，見積もり型先延

ばし行動(α=.74;計画をたて優先順位を決め必要に

応じ先延ばす行動 )，切り替え型先延ばし行動

(α=.71;気分転換し取り掛かる行動)である。

これらに対し行動の選好(2:容易さ×2:重要さ)の
ANOVA を実施した結果，重要な仕事から始める

人ほど見積もり型先延ばし行動をとっていた

(F(1,1081)=6.55,p<.05)。一方で重要でない仕事か

ら始める人ほど先延ばし行動と猶予型先延ばし行

動をとっていた(F(1,1081)=24.95,p<.01; F (1,1081)
= 6.85, p<. 01)。

さらにこの関連は，難しいことから取り掛かる

人に顕著であった。難しいことこそ重要な方から

取り掛かる人は見積もり型先延ばし行動をとりや

すい。反対に難しいときに重要でない方から取り

組む人は猶予型先延ばし行動をとりやすい。

働き方との関連について相関係数を求めた

(Table 参照)。その結果，猶予型先延ばし行動は仕

事の遅さ，労働時間，精神的不健康と関連し，見

積もり型や切り替え型先のばし行動は仕事の速さ，

満足度，精神的健康と関連していた。

考 察

重要な仕事から取り掛かる行動の選好が見積も

り型先延ばし行動の特徴としてみられ，それが満

足度や精神的健康とかかわることが示された。一

方で，重要でない仕事から取り掛かる行動の選好

は猶予型先延ばしに現れ，それが労働時間の増加，

精神的不健康につながることが示唆された。

これまで能動的先延ばし行動は楽観性や熟慮性

の欠如と関連することが示されてきた(小浜,2012)。
こうした特徴は，困難な仕事を目の前にしたとき

に重要な仕事を後回しにする猶予型先延ばし行動

の特徴とも考えられ，結果として仕事の生産性を

低める。反対に困難ではあればこそ，重要なこと

から進め，見積もりがあるときに先延ばす行動が，

生産性の向上に乗じて満足度を高める。

仕事を速く進めるための時間管理や習慣づけな

どの知見が経営学の分野で提唱されている。本研

究は仕事の重要さに加え容易さを視野に入れる必

要性を示唆する。

Table 各相関変数

先延ばし行動 猶予型先延ばし行動 見積もり型先延ばし行動 切り替え型先延ばし行動

仕事の速さ -.444 ** -.083 ** .374 ** .156 **

取り掛かりの速さ -.411 ** -.144 ** .172 ** .067 *

週労働時間 .086 ** .082 ** .007 .042
仕事満足度 -.099 ** -.029 .095 ** .138 **

出来の満足度 -.282 ** -.046 .240 ** .198 **

精神的健康 -.344 ** -.080 ** .207 ** .281 **

** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10
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